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市場 生産者の数 参入の難易度 製品差別化 例
完全競争市場 多数 容易 なし 一般の農産物など
独占的競争市場 多数 容易 あり 牛肉、高級レストランなど
寡占市場 少数 困難 あり 自動車、ビールなど









� � 独 占 的 競 争 市 場 で 販 売 さ れ る ブ ラ ン ド 牛 肉 の � � � � �  
 ブ ラ ン ド 化 さ れ た 牛 肉 の 市 場 は 、 生 産 者 が 多 く 、 参 入 が 容 易 で あ る た
め に 独 占 的 競 争 市 場 で 販 売 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 ブ ラ ン ド 化 さ れ て い る
















市場 生産者の数 参入の難易度 製品差別化 例
完全競争市場 多数 容易 なし 一般の農産物など
独占的競争市場 多数 容易 あり 牛肉、高級レストランなど
寡占市場 少数 困難 あり 自動車、ビールなど
独占市場 一社 非常に困難 なし 電気、ガスなど
表 １   ４ つ の 市 場 と 市 場 形 成 要 因





























し か し 、 完 全 競 争 市 場 の よ う に 、 生 産 者 が 多 く 、 参 入 が 容 易 で あ る 。
そ の た め ブ ラ ン ド 牛 肉 は 、 独 占 市 場 と 完 全 競 争 市 場 と の 中 間 的 な 性 格 を
持 つ 市 場 で あ る 独 占 的 競 争 市 場 で 販 売 さ れ る こ と に な る 。  
 ブ ラ ン ド 牛 肉 が 独 占 的 競 争 市 場 で 販 売 さ れ る 場 合 、 競 争 者 が 少 な い と
き は ブ ラ ン ド 牛 肉 の 生 産 者 は 図 ２ の よ う に 利 潤 を 獲 得 す る こ と が で き る 。 
し か し 、 参 入 が 容 易 で あ る の で 、 先 行 生 産 者 の 利 潤 獲 得 を み て 後 続 の
生 産 者 が ブ ラ ン ド 牛 肉 市 場 に 参 入 す れ ば 、 過 剰 供 給 が 発 生 し 、 個 々 の 生
産 者 が 直 面 す る 需 要 曲 線 は 、 図 ３ の よ う に 、 平 均 費 用 曲 線 の 下 に 移 動 す




































 そ の 結 果 一 部 の ブ ラ ン ド 牛 肉 の 生 産 者 が 市 場 か ら 退 出 す る の で 、 図 ４
の よ う に 需 要 曲 線 が 右 側 に シ フ ト し 、 結 局 、 平 均 費 用 曲 線 と 接 す る 点 す
な わ ち 利 潤 が ゼ ロ の 点 で 落 ち 着 く 。 そ れ が 独 占 的 競 争 市 場 の 長 期 均 衡 点
で あ る 。  
 独 占 的 競 争 市 場 の 長 期 均 衡 点 は 、 完 全 競 争 市 場 の 長 期 的 均 衡 点 で あ る
平 均 費 用 曲 線 の 最 低 点 よ り 左 側 に あ り 、 し か も 価 格 は 高 い 。 す な わ ち 、
独 占 的 競 争 市 場 で 販 売 さ れ る ブ ラ ン ド 牛 肉 の 価 格 は 、 完 全 競 争 市 場 で 販
売 さ れ る 普 通 の 牛 肉 よ り 高 い 。 こ れ が ブ ラ ン ド 牛 肉 の 高 価 格 実 現 の メ カ




































４ � 不 況 下 の ブ ラ ン ド 牛 肉 生 産 者 の 苦 し �  
一 方 、 ブ ラ ン ド 牛 肉 は 高 価 格 で あ る が ゆ え に 消 費 者 に と っ て は 高 嶺 の
花 と な る 。 高 嶺 の 花 で あ っ て も 好 況 の 時 に は 良 く 売 れ る が 、 不 況 に な る
と 急 速 に 需 要 が 減 退 し 、 購 買 意 欲 が な く な る 。  
一 般 に 牛 肉 の 需 要 の 所 得 弾 性 値 は 1 . 1 4 2 （ 農 林 水 産 省 推 計 ） で あ る の
で 、図 ５ の よ う に 不 況 の も と で 消 費 者 の 所 得 が 1 0 ％ 下 落 す れ ば 、牛 肉 の
需 要 量 は 1 1 . 4 2 ％ 下 落 す る 。  
需 要 が 減 退 す れ ば 、 独 占 的 競 争 市 場 に お け る ブ ラ ン ド 牛 肉 の 個 々 の 生
産 者 が 直 面 す る 需 要 曲 線 が 、 上 記 の 図 ３ の よ う に 、 平 均 費 用 曲 線 の 下 に
な る の で 個 々 の 生 産 者 は 大 き な 損 失 を 被 る 。 こ の 図 ３ の よ う な 状 況 が 現













































































５ � ブ � ン ド 牛 肉 の 定 義 と 生 産 � の � � す る 需 要 曲 線  
 独 占 的 競 争 市 場 で 牛 肉 を 販 売 す る た め に は 、 牛 肉 を ブ ラ ン ド 化 し て 需
要 曲 線 を 右 下 が り に す る 必 要 が あ る 。 ブ ラ ン ド 牛 肉 の 定 義 は 何 か を 具 体
的 に 検 討 し て み よ う 。  
 宮 崎 牛 で は 「 日 本 食 肉 格 付 協 会 に よ る 格 付 に お い て 、 肉 質 等 級 が ４ 等
級 以 上 の も の で 、 血 統 が 明 ら か な も の 」 と ブ ラ ン ド を 定 義 し て い る 。  
佐 賀 牛 は 、「日 本 食 肉 格 付 協 会 の 定 め る 牛 枝 肉 取 引 規 格 格 付 を 受 け た も
の の う ち 、 牛 枝 肉 肉 質 等 級 「 4 」 等 級 以 上 で あ っ て 、 か つ 脂 肪 交 雑
（ B M S N o . ） 7 以 上 の も の 」 と し て い る 。  
T h e ・ お お い た 豊 後 牛 は 、 ① 「 大 分 県 で 生 ま れ 、 大 分 県 で 育 て ら れ た
黒 毛 和 牛 で 、 肉 質 等 級 3 等 級 以 上 の 牛 肉 」 で 、 ② 3 6 ヵ 月 齢 以 内 （ す な わ
ち 老 廃 牛 は 対 象 外 ） で あ る 。  
石 垣 牛 は 、 日 本 食 肉 格 付 協 会 の 格 付 を 有 す る 枝 肉 で 、 特 選 は 歩 留 等 級
（ A ・ B ） 肉 質 等 級 5 等 級 と 4 等 級 、 銘 産 は 歩 留 等 級 （ A ・ B ） 肉 質 等 級
３ 等 級 と ２ 等 級 で あ る 。  
千 屋 牛 は 、「 千 屋 牛 振 興 会 で 定 め る 生 産 出 荷 基 準 の も と で 生 産 ・ 肥 育 さ
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